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（ 2 ）　この点に関して，筆者は2018年11月 ３ 日ベトナムハノイの National﻿Economics﻿University
と専修大学アジア産業研究センターとの国際シンポジウムにおいて，「Management﻿
of﻿Cross-Cultural﻿Risk﻿in﻿Business」と題する講演を行った。
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一つである。都市部の人口集中による生活排水や，未処理の産業排水，河川
や運河などに廃棄される廃棄物などがその原因である。河川上流部の水質は
まだ良好であるものの，下流部の汚染は，都市部及び工業地帯において深刻
である。また，ベトナムの大気汚染は，都市部を中心として急増するオート
バイや自動車の排気ガスによるもの，産業活動などによるものに分けられる。
ベトナムの交通はモーターバイクの割合が圧倒的に高く，登録車両の約 9 割
を占める。しかもこれらの多くが旧式なバイクで，排ガス基準を満たしてい
ないといわれている（豊澄智己・金原達夫・村上一真「日系多国籍企業の発展途上国
における環境経営の実践に関する一考察」pp.12５-12６参照）。
オーストラリア James﻿Cook 大学のマシュー・アレン教授の「オーストラ
リアから見たメコンビジネスと文化」と題する研究会においても，オースト
ラリア企業のラオスでの「企業としての振舞い方」を事例とともに検討して
いる研究である（3）。マシュー・アレン教授が事例とともに，その論文で強調
されているのは，進出国における進出企業の環境リスクマネジメントの重要
性であり，かつての滋賀商人の企業ビジョンである「三方よし」（売り手よし，
買い手よし，世間よし）から，環境への配慮をさらに付加させた四方よし「売
り手よし，買い手よし，世間よし，そして環境よし」の重要性である。
（ ３ ）　マシュー・アレン（201７）「オーストラリアから見たメコン地域のビジネスと文
化」『アジア産業研究センター年報第 ３ 号』（専修大学社会知性開発センター）pp.３9-
48。
